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新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に係る実態調査（概要）
背 景

新型コロナワクチンの接種により新型コロナウイルスによる重症例は減ったものの、世間ではワクチン接種後の遷延する症状があるのではないかと
いう意見が散見されるが、その実態は不明である。そのため、新型コロナワクチン接種後の副反応を疑う症状について、遷延する症状も含め、実態の
把握を行うことを目的に評価を行うこととした。

目 的

ワクチンとの因果関係の有無にかかわらず、ワクチン接種後の症状を訴え専門的な医療機関を受診した者の実態を収集、把握し、得られた知見につ
いて必要な情報提供等を行うことを目的とする。

調査方法

【調査の方針】
本調査は、受診実態の把握を目的とした記述的な評価（（※）を行うこととし、ワクチン接種後の症状を呈した患者が受診した専門的な医療機関

に対して調査票を送付し、症例に関する情報を収集・分析することとした。また、令和５年度調査（「新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に
係る実態調査」）及び令和６年度調査（「新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に係る実態調査」）において報告された症状のうち、軽快又は
回復以外の転帰であった症例については、その後の経過を収集することとした。

【調査対象】
全国の都道府県において、自治体やかかりつけ医等の紹介によりワクチン接種後に副反応を疑う症状を専門的見地から診療する約360の専門的な

医療機関が整備されている。このうち「本調査への協力が可能」との回答が得られた146の医療機関を調査対象とした。

【調査方法 】
以下の２種類の調査票を作成し、調査を行った。調査対象者は、令和６年６月１日から令和７年12月31日※までに受診した者とした。
※令和５年度調査及び令和６年度調査の調査期間中に提出できなかった症例についても調査対象者とした。

① 事務的調査票：性別・年齢・受診した診療科等の受診状況の全体像を把握することを目的に、地域連携室宛に送付。
② 医学的調査票：症状や診断や治療の結果明らかとなった病名等医学的な内容を把握することを目的に、医師宛に送付。
③ 令和８年２月13日より調査票を送付し、令和８年３月19日までに回答があった報告を評価・報告対象とした。
④ 令和５年度調査及び令和６年度調査で転帰が未回復と報告された症例のその後の経過を調査し、回答があった報告を報告対象とした。

【主な調査項目】

事務的調査票（地域連携室宛） 医学的調査票（医師宛）

発症日、当該症状に係る初診日、当該症状に係る初診日以降の診療
科、当該症状に係る初診日以前の診療科、直近の受診状況 等

受診のきっかけとなった症状、当該症状の発現日、ワクチン接種の
状況、基礎疾患、当該症状にかかる病名、検査、治療内容、転帰、
症状の持続期間、日常生活・就労・就学への影響、経過の概要 等

4
※PwCコンサルティング合同会社に委託して調査を実施。調査計画の立案、調査結果のとりまとめに当たっては、国立健康危機管理研究機構から助
言をいただいた。



新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に係る実態調査のイメージ図

146

令和５年度調査及び令和６年度調査に
おいて症状の転帰が未回復である症例
を対象にその後の経過を追跡調査
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新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に係る実態の追加・追跡調査結果の概要

全国の専門的な医療機関
（およそ360医療機関）

事前に調査・研究に協力の同意を
得られた専門的な医療機関等

（当初、146医療機関）

地域連携室等から
得られた回答数
（46医療機関）

担当医師から
得られた回答数
（10医療機関）

※57の回答施設のうち、11施設
が回答を辞退し、46施設から

   回答あり

該当症例なしと
回答のあった医療機関

（39医療機関）

該当症例ありと
回答のあった医療機関

（7医療機関）

56症例

42症例

過去の調査で、症状が未回復
でその後の経過を確認した医

療機関
（4医療機関）

12症例

事前に調査・
研究に協力の
同意を得られ
た医療機関数

地域医療連携
室から回答が
得られた医療
機関数※

担当医師か
ら回答が得
られた医療
機関数

北海道・東北地方 44 1＋15 0

関東地方 15 2＋3 3

中部地方 15 2＋4 3

近畿地方 25 1＋6 1

中国・四国地方 34 1＋6 3

九州地方・沖縄 13 0＋5 0

※地域医療連携室から回答が得られた医療機関数は、前者が該当
症例ありの医療機関数、後者が該当症例なしの医療機関数
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新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に係る実態調査
（令和5年度調査・令和６年度調査・今回の調査）

令和５年度調査 令和６年度調査 今回の調査

全国の専門的な医療機関 およそ470施設 およそ360施設 およそ360施設

事前に協力の同意を得た
医療機関

193施設 136施設 146施設

該当者なし 40施設 32施設 39施設

参加辞退 12施設 7施設 11施設

地域連携室（症例数） 29施設（268例） 14施設（179例） 7施設（42症例）

担当医師（症例数） 27施設（212例） 12施設（144例） 10施設（56症例）

令和５年度の追跡調査
（2024年8月～11月）

令和６年度の追跡調査
（2025年2月）

今回の追跡調査
（2026年2～3月）

回答が得られた症例数 6施設（16例） 6施設（31例） 4施設（12例）

【実態調査/追加調査】

【追跡調査】
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地域連携室宛に送付した事務的調査票の回答の全体の状況

回答施設依頼数 回答施設数
該当症例あり施設

該当症例なし施設数 辞退施設数
回答施設数 回答症例数

146施設 57施設 7施設 42症例 39施設 11施設

＜回答依頼施設数、回答施設数、症例数＞

＜年齢、性別内訳＞

男性 15 35.7% 女性 27 64.3% 合計 42

0～9歳 0 0.0% 0～9歳 0 0.0% 合計 0

10～19歳 1 2.4% 10～19歳 2 4.8% 合計 3

20～29歳 1 2.4% 20～29歳 0 0.0% 合計 1

30～39歳 1 2.4% 30～39歳 1 2.4% 合計 2

40～49歳 4 9.5% 40～49歳 5 11.9% 合計 9

50～59歳 3 7.1% 50～59歳 3 7.1% 合計 6

60～69歳 1 2.4% 60～69歳 6 14.3% 合計 7

70～79歳 4 9.5% 70～79歳 2 4.8% 合計 6

80～89歳 0 0.0% 80～89歳 7 16.7% 合計 7

90～99歳 0 0.0% 90～99歳 1 2.4% 合計 1

※事務的調査にあたっては、当該施設の「新型コロナウイルスワクチン接種後の副反応を疑う患者の紹介に対応する窓口」に紹介があり、 令和6年（2024年)６
月
   １日から令和7年（2025年）12月３１日までに受診した全患者をリストとし、それぞれの患者さんについて事務的な 回答を依頼しているものであり、医学的な
   回答を求めていない。

※小数点以下第2位四捨五入

（地域連携室宛調査）
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それぞれの患者において最も受診回数の多い診療科

診療科 人数

脳神経内科 9

整形外科 8

内科 8

呼吸器内科 5

総合内科 3

救急科 2

腎臓内科 2

内分泌・糖尿病内科 1

総合診療科 1

耳鼻いんこう科 1

循環器内科 1

リウマチ科 1

合計 42

（地域連携室宛調査）
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症状発症日及びワクチン接種後の症状について
当該医療機関を受診した初診日

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

1月 0 0 0 0 0

2月 0 0 0 1 0

3月 1 7 0 0 0

4月 0 0 0 1 0

5月 0 2 1 0 0

6月 1 0 1 0 0

7月 4 1 0 0 0

8月 3 1 0 0 0

9月 3 1 0 0 0

10月 1 0 2 2 1

11月 2 0 0 2 0

12月 0 0 0 2 0

不明 2

（地域連携室宛調査）

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

1月 0 0 0 0 1

2月 0 0 0 1 1

3月 0 0 0 1 0

4月 0 1 0 0 1

5月 0 3 0 0 2

6月 0 1 2 1 0

7月 2 1 0 3 1

8月 2 2 0 0 0

9月 1 0 0 1 1

10月 2 2 1 1 0

11月 2 0 0 1 0

12月 0 0 0 3 1

＜症状発症日＞ ＜初診日＞

※初診日が2024年６月以降の症例（今回の主たる調査対象）は42.9%。
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発症日からワクチン接種後の症状について
当該医療機関を初回受診するまでの期間

日数 人数

0 1

1 2

4 1

6 2

7 1

11 2

16 2

18 1

19 1

23 2

（地域連携室宛調査）

日数 人数

0～7日 7

8～30日 11

31～60日 4

61～90日 6

91～365日 4

366日以上 8

不明 2

合計 42

日数 人数

25 2

26 1

31 1

33 1

37 1

55 1

65 1

70 1

71 1

82 1

日数 人数

84 1

85 1

138 1

146 1

276 1

310 1

830 1

1045 1

1046 1

1076 1

日数 人数

1093 1

1342 1

1522 1

1523 1

※発症から初診日までの日数が評価でき
   る症例において、発症日から1週間以内
   に初回受診した割合は17.5%。
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地域連携室からの調査報告のまとめ
（地域連携室宛調査）

⚫ 女性の報告数が全体の６割程度であり、これまで同様、男性よりも多く認められた。

⚫ 年齢別では40歳代以上が多く、令和６年度の調査と同様の傾向であった。

⚫ 主な受診診療科は、脳神経内科、整形外科、内科が多かった。

⚫ 受診患者数は、2024年から2025年にかけて減少傾向にあった。

⚫ 初診日が2024年６月以降の症例（今回の主たる調査対象）は、全体の４割程度であった。

⚫ 発症から初診日までの日数が評価できる症例において、発症日から1週間以内に初回受診
した割合は、 令和６年度の調査時と比較して低下傾向を示した（21.9%→１７．５%）。

※本調査では、診断とワクチン接種との因果関係は評価できない点に留意を要する。
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医師宛に送付した医学的調査票の回答の全体状況

回答施設依頼数
施設数

（該当症例あり施設数）
症例数

146施設 57施設（10施設） 56症例

＜回答依頼施設数、回答施設数、症例数＞

＜年齢、性別内訳＞

年齢
男性 女性 合計

19 33.9% 37 66.1% 56

0～9歳 0 0.0% 0 0.0% 0

10～19歳 1 1.8% 2 3.6% 3

20～29歳 2 3.6% 0 0.0% 2

30～39歳 1 1.8% 1 1.8% 2

40～49歳 5 8.9% 7 12.5% 12

50～59歳 4 7.1% 5 8.9% 9

60～69歳 0 0.0% 9 16.1% 9

70～79歳 4 7.1% 5 8.9% 9

80～89歳 2 3.6% 7 12.5% 9

90～99歳 0 0.0% 1 1.8% 1

※小数点以下第2位四捨五入

（医師宛調査）
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受診患者のワクチン接種前の基礎疾患と日常生活自立度

基礎疾患の有無 人数 割合

あり 29 51.8%

なし 25 44.6%

不明 0 0.0%

回答なし 2 3.6%

合計 56 100.0%

（医師宛調査）

＜基礎疾患＞

自立度 人数 割合

自立 55 98.2%

一部介助が必要 0 0.0%

介助 0 0.0%

回答なし 1 1.8%

合計 56 100.0%

＜日常生活＞

※小数点以下第2位四捨五入

※小数点以下第2位四捨五入
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ワクチン接種後の症状に係る受診状況

入院の有無 人数 割合

あり 4 7.1%

なし 45 80.4%

回答なし 7 12.5%

合計 56 100.0%

（医師宛調査）
＜入院の有無＞

受診状況 人数 割合

他の医療機関の受診はなく、
当該医療機関を初診医療機関として受診

7 12.5%

他の医療機関受診後に
当該医療機関を受診

1施設 36 64.3%

2施設 5 8.9%

3施設 1 1.8%

4施設以上 1 1.8%

不明 4 7.1%

不明 1 1.8%

回答なし 1 1.8%

合計 56 100.0%

＜前医の受診状況＞

※小数点以下第2位四捨五入

※小数点以下第2位四捨五入
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ワクチン接種後の症状に係る当該医療機関の初診日
（医師宛調査）

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

1月 0人 0人 0人 0人 1人

2月 0人 0人 0人 1人 1人

3月 0人 0人 0人 1人 0人

4月 0人 1人 1人 1人 1人

5月 0人 3人 1人 0人 2人

6月 1人 1人 2人 1人 0人

7月 2人 1人 0人 3人 1人

8月 2人 2人 1人 0人 0人

9月 1人 1人 0人 1人 1人

10月 3人 4人 1人 3人 0人

11月 3人 1人 0人 1人 0人

12月 0人 1人 0人 3人 1人

合計 12人 15人 6人 15人 8人
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今回の症状との関連が考えられるワクチンの接種時期・接種回数

（医師宛調査）

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

1月 0人 0人 0人 0人 0人

2月 0人 1人 0人 0人 0人

3月 1人 5人 0人 0人 0人

4月 0人 2人 0人 0人 0人

5月 0人 2人 1人 0人 0人

6月 2人 0人 1人 0人 0人

7月 4人 2人 0人 0人 0人

8月 6人 4人 0人 0人 0人

9月 3人 2人 1人 0人 0人

10月 2人 0人 2人 3人 1人

11月 2人 1人 0人 2人 0人

12月 0人 1人 0人 2人 0人

不明 3人

合計 ５６人

＜接種時期＞

接種回数 人数 割合

1回 9 16.1%

2回 14 25.0%

3回 11 19.6%

4回 4 7.1%

5回 3 5.4%

6回 3 5.4%

7回 1 1.8%

8回 6 10.7%

不明 5 8.9%

合計 56 100.0%

＜接種回数＞
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今回の症状に影響を及ぼした可能性のあるワクチンの種類

（医師宛調査）

ワクチン種類 人数 割合

ファイザー 21 37.5%

ファイザー(6ヶ月-4歳用) 0 0.0%

ファイザー(5-11歳用) 0 0.0%

ファイザー/ビオンテック 2 3.6%

武田/モデルナ 13 23.2%

武田（ノババックス） 0 0.0%

アストラゼネカ 0 0.0%

第一三共 0 0.0%

Meiji Seika ファルマ 0 0.0%

不明 11 19.6%

回答なし 9 16.1%

合計 56 100.0%

＜ワクチンの種類＞
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資料内容

１. 今回の実態調査の概要等について

２. 事務的調査票（地域医療連携室宛）の結果について

３. 医学的調査票（医師宛）の結果について
- 全体の状況（症例数、症例背景等）について
- 症状について
- 主な症状について
- 接種後から症状が出現又は悪化するまでの期間について
- 症状の持続期間について

- 検査内容、治療内容、病名、転帰について

４. 今回の実態調査の総括

５. 参考資料
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当該医療機関の受診のきっかけとなった症状のうち
日常生活を送る上で支障を来している主な症状① （医師宛調査）

症状 人数

疼痛 14

倦怠感 11

発熱(37度以上) 9

筋肉痛 6

胸痛 5

息切れ 4

頭痛 4

関節痛 3

嘔気・嘔吐 3

下痢 3

（複数回答あり、回答のあったすべての症状を集計）

症状 人数

咳嗽 2

歩行障害 2

記憶障害 1

不眠 1

抑うつ 1

腹痛 1

嗅覚障害 1

味覚障害 1

その他 26
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当該医療機関の受診のきっかけとなった症状のうち
日常生活を送る上で支障を来している主な症状② （医師宛調査）

症状 人数

左上腕 2

左腕接種部 1

胸、左足 1

左腕のしびれ 1

左上腕～肘部疼 1

上肢 1

頚部、両上腕、左股関節 1

両足関節・膝裏・股関節周囲の痛み 1

右上腕 1

左腕 1

左頚部、上肢 1

両腕 1

左肩 1

症状 人数

しびれ 6

めまい 5

ふらつき 2

意識レベル低下 1

意識消失 1

胃の不快感 1

下口唇麻痺 1

下肢脱力 1

感覚障害 1

顔のほてり 1

口腔内違和感、発赤 1

紅斑 1

食欲不振 1

症状 人数

複視 1

放散痛 1

（複数回答あり、回答のあったすべての症状を集計）

＜疼痛の内訳＞ ＜その他の内訳＞
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不
明

ワクチン接種後から当該症状※1が出現 又は
悪化するまでの期間※２ （医師宛調査）

日数 人数

8 2

14 1

16 1

406 1

595 1

不明 10

合計 56

※１ 受診のきっかけとなった症状のうち、日常生活を送るうえで支障をきたしている症状
※２ １つの症例において複数の症状が報告された場合、ワクチン接種から当該症状の出現・悪化までが最も長かった期間を集計

日数 人数

0 20

1 5

2 3

3 5

4 3

6 2

7 2
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ワクチン接種後から当該症状※1が出現 又は
悪化するまでの期間※2が８日以上であった症例 （医師宛調査）

ワクチン接種か
ら症状発現又は
悪化までの日数

日数 年齢 性別 症状 病名（確定病名・疑い病名） 転帰
当該症状の
持続期間

8～21日

8 72 男性 胸痛 前胸部痛 回答なし 回答なし

8 50 女性 紅斑 瘢痕 回答なし 回答なし

14 70 女性 下痢 下痢症 不変 5日

16 45 女性
倦怠感
めまい
嘔気・嘔吐

良性頭位変換性めまい
体位性起立頻脈症候群

軽快 1,643日

※１ 受診のきっかけとなった症状のうち、日常生活を送るうえで支障をきたしている症状
※２ １つの症例において複数の症状が報告された場合、症状の出現又は悪化するまでの最も長かった期間を集計している

ワクチン接種か
ら症状発現又は
悪化までの日数

日数 年齢 性別 症状 病名（確定病名・疑い病名） 転帰
当該症状の
持続期間

365日以上

406 40 男性
筋肉痛
倦怠感
記憶障害

腰部脊柱管狭窄症
片頭痛
神経障害性疼痛

筋肉痛：不変
倦怠感：軽快
記憶障害：不変

1,606日

595 83 女性
意識消失
歩行障害
倦怠感

両側内頚動脈狭窄症
全身倦怠感

不変 1,657日
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当該症状※1の持続期間※２について
（医師宛調査）

※１ １つの症例において複数の症状が報告された場合、最も症状の持続期間が長かった症状について集計している。
※２ 当該症状の持続期間については、症状が回復している場合は回復までの持続期間を、症状が持続または通院を自己中断している場合は最終受診日

までの期間を集計している。ただし、症状発現日が不明な症例を除く。
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症状の持続期間が31日以上であった症例①
（医師宛調査）

持続期間 日数 年齢 性別 症状 病名（確定病名・疑い病名） 転帰
ワクチン接種か
ら症状発現又は
悪化までの日数

31～60日 34 44 女性 めまい
２型糖尿病
末梢性めまい症
頚椎症

回復 0

※１ １つの症例において複数の症状が報告された場合、最も症状の持続期間が長かった症状について集計している。
※２ 当該症状の持続期間については、症状が回復している場合は回復までの持続期間を、症状が持続または通院を自己中断している場合は最終受診日

までの期間を集計している。

持続期間 日数 年齢 性別 症状 病名（確定病名・疑い病名） 転帰
ワクチン接種か
ら症状発現又は
悪化までの日数

61～90日

82 44 女性
発熱（37度以上）
倦怠感

高血圧症 不変 0

86 55 男性
疼痛（左腕接種部）
感覚障害

ビタミンＢ１２欠乏症
末梢神経障害

回復 0
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（医師宛調査）

持続期間 日数 年齢 性別 症状 病名（確定病名・疑い病名） 転帰
ワクチン接種か
ら症状発現又は
悪化までの日数

121～365日

213 81 女性 疼痛（左上腕） コロナワクチン副反応 軽快 0

244 18 男性 しびれ
末梢神経障害
運動麻痺

不変 3

338 17 女性
発熱
しびれ

回復 0

※１ １つの症例において複数の症状が報告された場合、最も症状の持続期間が長かった症状について集計している。
※２ 当該症状の持続期間については、症状が回復している場合は回復までの持続期間を、症状が持続または通院を自己中断している場合は最終受診日

までの期間を集計している。

症状の持続期間が31日以上であった症例②

持続期間 日数 年齢 性別 症状 病名（確定病名・疑い病名） 転帰
ワクチン接種か
ら症状発現又は
悪化までの日数

365日以上

378 80 女性
疼痛（胸、左足）
息切れ

てんかん
神経痛
関節リウマチ
手指変形性関節症

回復：疼痛
軽快：息切れ

4

435 39 女性
疼痛（左腕のしこり）
神経障害

末梢神経障害
橈骨神経傷害

回復 0

456 90 女性 疼痛（両腕） リウマチ性多発筋痛症 軽快 1

487 82 女性 筋肉痛 リウマチ性多発筋痛症 回復 1
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（医師宛調査）

※１ １つの症例において複数の症状が報告された場合、最も症状の持続期間が長かった症状について集計している。
※２ 当該症状の持続期間については、症状が回復している場合は回復までの持続期間を、症状が持続または通院を自己中断している場合は最終受診日

までの期間を集計している。

症状の持続期間が31日以上であった症例③

持続期間 日数 年齢 性別 症状 病名（確定病名・疑い病名） 転帰
ワクチン接種か
ら症状発現又は
悪化までの日数

365日以上

730 71 女性
発熱（37度以上）
関節痛
筋肉痛

成人スチル病 回復 6

730 75 男性
息切れ
咳嗽
発熱（37度以上）

特発性器質化肺炎 回復 1

1287 48 男性
倦怠感
息切れ
嘔気・嘔吐

不変 3

1436 61 女性
関節痛
筋肉痛

予防接種後関節障害
肩関節拘縮

軽快 0

1606 40 男性
筋肉痛
倦怠感
記憶障害

腰部脊柱管狭窄症
片頭痛
神経障害性疼痛

不変：筋肉痛
軽快：倦怠感
不変：記憶障害

406

1643 45 女性
倦怠感
めまい
嘔気・嘔吐

良性頭位変換性めまい
体位性起立頻脈症候群

軽快 16
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（医師宛調査）

※１ １つの症例において複数の症状が報告された場合、最も症状の持続期間が長かった症状について集計している。
※２ 当該症状の持続期間については、症状が回復している場合は回復までの持続期間を、症状が持続または通院を自己中断している場合は最終受診日

までの期間を集計している。

症状の持続期間が31日以上であった症例④

持続期間 日数 年齢 性別 症状 病名（確定病名・疑い病名） 転帰
ワクチン接種か
ら症状発現又は
悪化までの日数

365日以上

1657 83 女性
意識消失
歩行障害
倦怠感

両側内頚動脈狭窄症
全身倦怠感

不変：意識消失
回復：歩行障害
不変：倦怠感

595

1730 41 女性
倦怠感
下痢
腹痛

予防接種副反応
慢性疲労症候群
脳循環不全

不変 1
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資料内容

１. 今回の実態調査の概要等について

２. 事務的調査票（地域医療連携室宛）の結果について

３. 医学的調査票（医師宛）の結果について
- 全体の状況（症例数、症例背景等）について
- 症状について
- 主な症状について
- 接種後から症状が出現又は悪化するまでの期間について
- 症状の持続期間について

- 検査内容、治療内容、病名、転帰について

４. 今回の実態調査の総括

５. 参考資料
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ワクチン接種後の症状に対して行われた検査及び検査所見の概要
（医師宛調査）

実施所見
未実施 未回答

異常所見あり 異常所見なし

血液検査
30

24 2
8 22

尿検査
16

38 2
0 16

髄液検査
3

51 2
1 2

心電図検査
16

37 3
0 16

超音波検査
9

45 2
0 9

脳波
1

53 2
0 1

神経伝導速度
9

44 3
0 9

筋電図
1

53 2
0 1

筋生検
1

53 2
0 1

単純Ｘ線検査
24

29 3
1 23

ＣＴ
18

36 2
2 16

МＲＩ
22

33 1
4 18
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ワクチン接種後の症状に対して行われた治療内容
（医師宛調査）

薬剤治療（補液のみも含む） 21

経過観察、薬剤治療（補液のみも含む） 7

経過観察、薬剤治療（補液のみも含む）、
硬膜外ブロック、坐骨神経ブロック

1

薬剤治療（補液のみも含む）、ストレッチ 1

薬剤治療（補液のみも含む）、他院紹介 1

経過観察 19

経過観察、リハビリ 1

外科的治療 2

＜治療内容＞

解熱鎮痛剤 15

ステロイド 5

補液 2

血液製剤 0

免疫抑制剤 0

その他 16

回答なし 3

＜薬剤治療あり31症例＞

※経過観察には1日終診を含む ※薬剤治療の内容は重複あり
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主治医により報告された確定病名の一覧①
（医師宛調査）

ICD-10コード 症例数 確定病名

G629 5 末梢神経障害

I10 3 高血圧症

M4782 3 頚椎症

T881 3 予防接種副反応

B029 2 顔面帯状疱疹、帯状疱疹

E11  2 ２型糖尿病

E86 2 脱水症

G552 2 頚椎症性神経根症

G98 2 神経障害性疼痛

I208 2 労作性狭心症

M0690 2 関節リウマチ

M353 2 リウマチ性多発筋痛症

M750 2 肩関節周囲炎、左肩関節周囲炎

M750 2 肩関節周囲炎

A099 1 下痢症

B022 1 ハント症候群

※上記の病名は、症状とワクチン接種との因果関係の有無にかかわらず、当該医療機関より報告された確定病名をそのまま記載していることに留意。
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主治医により報告された確定病名の一覧②
（医師宛調査）

ICD-10コード 症例数 確定病名

B022 1 帯状疱疹後神経痛

E039 1 甲状腺機能低下症

E050 1 バセドウ病

E538 1 ビタミンＢ１２欠乏症

E780 1 高コレステロール血症

F410 1 パニック発作

F411 1 不安神経症

G049 1 髄膜脳炎

G20  1 パーキンソン症候群

G409 1 てんかん

G439 1 片頭痛

G442 1 緊張型頭痛

G470 1 不眠症

G510 1 顔面神経麻痺

G520 1 神経性嗅覚障害

G522 1 迷走神経反射

※上記の病名は、症状とワクチン接種との因果関係の有無にかかわらず、当該医療機関より報告された確定病名をそのまま記載していることに留意。
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主治医により報告された確定病名の一覧③
（医師宛調査）

ICD-10コード 症例数 確定病名

G560 1 左手根管症候群

G573 1 腓骨神経麻痺

G839 1 運動麻痺

G993 1 慢性疲労症候群

H811 1 良性頭位変換性めまい

H813 1 末梢性めまい症

I652 1 両側内頚動脈狭窄症

I678 1 脳循環不全

J329 1 慢性副鼻腔炎

J841 1 特発性器質化肺炎

K591 1 下痢症

L309 1 皮膚炎

L905 1 瘢痕

M0229 1 予防接種後関節障害

M0610 1 成人スチル病

M169 1 変形性股関節症

※上記の病名は、症状とワクチン接種との因果関係の有無にかかわらず、当該医療機関より報告された確定病名をそのまま記載していることに留意。
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主治医により報告された確定病名の一覧④
（医師宛調査）

ICD-10コード 症例数 確定病名

M171 1 変形性膝関節症

M1991 1 変形性肩関節症

M1994 1 手指変形性関節症

M2451 1 肩関節拘縮

M4712 1 頚椎性脊髄症

M4806 1 腰部脊柱管狭窄症

M6092 1 上腕二頭筋筋炎

M7929 1 神経痛

R000 1 洞頻脈

R072 1 前胸部痛

R198 1 心窩部不快

R53 1 全身倦怠感

S541 1 正中神経障害

S542 1 橈骨神経傷害

T782 1 アナフラキシー

U12 1 コロナワクチン副反応

※上記の病名は、症状とワクチン接種との因果関係の有無にかかわらず、当該医療機関より報告された確定病名をそのまま記載していることに留意。
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報告された症状の経過（転帰、受診状況）
（医師宛調査）

回復/軽快 31

未回復 10

死亡 0

悪化 0

その他 1

不明 4

回答なし 10

合計 56

※１つの症例において複数の症状が報告された場合、症状の転帰は、①転帰「不明」のものがあった場合は「不明」、
②「回復/軽快」と「未回復」の両方があった場合は「未回復」として計上した。
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入院した４症例の症状・病名・検査・治療・転帰
（医師宛調査）

年齢・性別 症状 病名１ 病名２ 疾患名 検査・治療内容 転帰

46歳・女性
意識レベル低下、嘔吐・嘔気、
発熱（37度以上）

髄膜脳炎
ジクロフェナクナトリウム、
補液

回復

75歳・男性
息切れ、咳嗽、
発熱（37度以上）

特発性器質化肺炎 脂質異常、高尿酸血症 プレドニゾロン 回復

83歳・女性 意識消失、歩行障害、倦怠感
両側内頚動脈狭窄
症

全身倦怠感
肺気腫、頚椎症性神経根症、内頚動脈狭窄、
緑内障、高血圧症、脂質異常症

十全大補湯 不変

85歳・女性 疼痛（左腕の痛み）、しびれ 正中神経障害 左手根管症候群 メチコバール 軽快

※病名は確定病名及び疑い病名
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医師からの調査報告のまとめ

⚫ 報告のうち約6割が女性であり、女性の中では60代、次いで40代と80代が多かった。

⚫ 受診患者数は、2024年から2025年にかけて減少傾向にあった。

⚫ 初診日が2024年６月以降の症例（今回の主たる調査対象）は、全体の１/３程度であった。

⚫ 接種から症状の発現までの期間は、約87%が１週間以内であり、その多くは疼痛、倦怠感
などの症状であった。

⚫ 転帰が確認できた42症例のうち、31例（74％）が回復・軽快、10例（24％）が未回復、1
例がその他であった。

⚫ 31日以上症状が持続した18例のうち、16例（８９％）で何らかの診断（疑いを含む）に至り、
１２例（67％）が回復・軽快していた。

⚫ 4例(7.1%)が入院歴があったが、3例の転帰は軽快・回復であった。不変とされた1例の
症状は意識消失、歩行障害、倦怠感であり、病名は両側内頚動脈狭窄症、全身倦怠感で
あった。

（医師宛調査）

※ 本調査は、全国の都道府県において、自治体やかかりつけ医等の紹介により、新型コロナワクチン接種後に副反応を疑う症状を専門的見地から診療する
    専門的医療機関に対して、「新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に関する追加・追跡調査」として行っており、症状と接種との因果関係は評価でき
    ない点に留意が必要。
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過去の調査において未回復であった症例の追跡結果※1

（医師宛調査）

年齢
（調査時）

性別 症状
転帰

（今回）

症状の
持続期間※2

（日数）
受診状況等

45 女性 倦怠感、めまい、嘔気・嘔吐 軽快 1,643 外来通院を継続

48 男性 倦怠感、息切れ、嘔気・嘔吐 不変 1,287 外来通院を継続

48 男性 疼痛（左肩） 回答なし － 他院受診

50 男性 しびれ 回答なし － 他院受診

50 女性 紅斑 回答なし － 初診のみ

64 女性 しびれ 回答なし － 他院受診

70 女性 下痢 不変 － 他院受診

71 女性 発熱（37度以上）、関節痛、筋肉痛 回復 730 外来通院を終診

75 男性 息切れ、咳嗽、発熱（37度以上） 回復 730 外来通院を終診

80 男性 ふらつき 不変 － 外来通院を自己中断

82 女性 疼痛（左頸部） 軽快 － 他院受診

82 男性 複視 不変 － 他院受診

※１令和３年２月１日から令和６年５月31日までに受診した患者のうち、令和４年度の「新型コロナワクチン追加接種並びに適応拡大にかかわる免疫持続性および安全性調査
（コホート調査）」（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）の分担研究班「新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に係る実態調査」（分担研究者国立国際医
療研究センター 国際感染症センター長 大曲 貴夫、川崎市健康安全研究所 所長 岡部 信彦）、令和６年度の「特例臨時接種終了・定期接種化を見据えた国産新型コロナワク
チンを含むコホート調査」（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）の分担研究班「新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に係る実態調査」（分担研究者 国
立国際医療研究センター 国際感染症センター長 大曲 貴夫、川崎市健康安全研究所 参与 岡部 信彦）において、軽快又は回復以外の転帰症例を対象とした。

※２ １つの症例において複数の症状が報告された場合、最も長かった症状の持続期間を集計している。
（持続期間は症状が回復している場合は回復までの持続期間を、症状が持続または通院を自己中断している場合は最終受診日までの期間を集計）
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資料内容

１. 今回の実態調査の概要等について

２. 事務的調査票（地域医療連携室宛）の結果について

３. 医学的調査票（医師宛）の結果について
- 全体の状況（症例数、症例背景等）について
- 症状について
- 主な症状について
- 接種後から症状が出現又は悪化するまでの期間について
- 症状の持続期間について

- 検査内容、治療内容、病名、転帰について

４. 今回の実態調査の総括

５. 参考資料
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総括

1. 接種から相当期間を経た症例や過去調査からの追跡症例が含まれるため、発症から受診
までの期間や観察上の症状持続期間が長い症例がみられた（ただし、これらは調査設計、
後ろ向き収集、選択バイアスの影響を受ける記述的所見であり、症状の遷延化そのもの
を示すものではない）。

2. 過去の調査において転帰が回復/軽快以外の症例について追跡調査を行ったが転帰不
明の割合が多く、アンケート調査による評価の限界も見られた。加えて、医師票の回答は
146施設中10施設56症例に限られており、選択バイアスと未回答バイアスを考慮して
結果を解釈する必要がある。

3. 今後も継続してワクチン接種後の症状に関する情報を収集し、得られた知見を医療現場
に提供するとともに、評価及び診断に応じた適切な診療提供を継続することが重要とな
る。

※ 本調査の性質上、症状とワクチン接種の間の因果関係を検証することはできないことに留意を要する。
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資料内容

１. 今回の実態調査の概要等について

２. 事務的調査票（地域医療連携室宛）の結果について

３. 医学的調査票（医師宛）の結果について
- 全体の状況（症例数、症例背景等）について
- 症状について
- 主な症状について
- 接種後から症状が出現又は悪化するまでの期間について
- 症状の持続期間について

- 検査内容、治療内容、病名、転帰について

４. 今回の実態調査の総括

５. 参考資料
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新型コロナワクチン接種後の遷延する症状に関する実態調査（令和７年度調査研究事業）

【目 的】ワクチンとの因果関係の有無にかかわらず、ワクチン接種後の症状を訴え専門的な医療機関を受診した者の実
態を把握し、得られた知見について必要な情報提供等を行うこと。

【調査方法】ワクチン接種後の症状を呈した患者が受診した専門的な医療機関に対して調査票を送付し、症例に関する情報
を収集。詳細な情報を収集した56症例について分析を実施。（対象施設：10施設、調査対象者：R6.6～R7.12
に受診した者)

【調査内容】受診のきっかけとなった症状、当該症状の発現日、当該症状にかかる病名、基礎疾患、検査、治療内容、転帰、
症状の持続期間、日常生活・就労・就学への影響、経過の概要 等

目的・調査方法等

⚫ 男性よりも女性からの報告数の方が多く認められた。（男性19例、女性37例）

⚫ 報告された症状は、疼痛、倦怠感、発熱、筋肉痛、胸痛、息切れ、頭痛、関節痛、嘔気・嘔吐、下痢等、多様であり、特
定の症状が集中して認められることはなく、多くの場合、軽快又は回復している。（転帰のデータがある42例のうち31
例が、軽快又は回復）

⚫ 症状とワクチン接種との因果関係を検証することはできないが、一部には症状の回復に長期間かかる事例や、発症から長
期間経過しても未回復の事例が報告されている。（持続期間のデータがある32例のうち12例が、366日以上症状が持
続）

⚫ 症状が31日以上遷延した症例については、多くが何らかの疾患の診断に至っているが、特定の病名への集中はない。
（持続期間のデータがある32例のうち、 30日以上遷延した症例は18例。そのうち診断に至った症例は16例。）

診断病名の例：末梢神経障害（３例）、リウマチ性多発筋痛症（２例）等

※ 令和５年度調査（R3.2～R4.5に受診した者：212症例（27施設） 、令和６年度調査（R4.6～R6.5に受診した者：144症例（12
施設））においても、同様の傾向であった。

※ 令和８年度も調査を継続して実施中。

結果の概要
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